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１．これまでの審議結果と第３回交通政策審議会の指摘事項について 
１－１ これまでの審議結果 
本市の新たな交通施策は、市内の交通空⽩地域における移動を⽀援することを⽬的とし、持続的に運⾏可能な交通を導⼊することを前提として、実施するものです。これまでの審議結果について整
理いたしました。 
 

表 １-1 これまでの審議結果 
No. 審議会開催日 審議事項 具体的な審議結果 
１ 第2回 

平成29年 
10月31日 
午前10時〜 

サービス対象地域 市中心部を除く、交通空白地域間の移動と交通空白地域並びに周辺の主要施設間までの移動とします。 
2 対策手法 ⼀般乗合旅客⾃動⾞運送事業によるデマンド型交通とし、需要が少ない場合には、⼀般乗⽤旅客⾃動⾞運送事業による運⾏も想定します。 
3 対象者 市⺠を対象とすることでスタートし、将来的には市⺠以外の利⽤について検討していきます。 
4 第３回 

平成30年 
1月22日 
午前10時〜 

運⾏時間 午前８時〜午後6時までとします。 
5 料⾦体系 基本料⾦を1回500円の定額制とし、未就学児、⼩学⽣、⾼齢者、障害者等については割引制度を設けます。 

分類 適用条件） 料⾦（1回） 
大人 ・大人（市内在住の中学生から69歳までの方） 500円 

（基本料⾦） 
子供 ・未就学児 無料 

・小学生 

300円 

高齢者 ・市内在住の70歳以上の方 
障害者 ・身体障害者手帳をお持ちの方 

・療育⼿帳をお持ちの⽅ 
・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方 
・障害者の介護者（※1名もしくは2名） 

※障害福祉サービスおよび地域生活支援事業の支給決定において、2人介護が必要と認められている場合は、介護者2名まで300円とします。 

6 

実施地区 

川越市自治会連合会の支会の区域をもとに、市中心部を除き、市内を３つの地区に分け、その地区内の交通空白地域及び主要施設をワゴン⾞両 1
台（合計3台）により運⾏します。 
平成３０年度中に、地区３（霞ケ関・霞ケ関北・川鶴・名細・⼭⽥）での運⾏開始を⽬指します。地区３の運⾏開始とともに、地区１（芳野・古
谷・南古谷）及び地区２（高階・福原・大東）において、運⾏開始に関する準備を進め、準備が調い次第、運⾏を開始することとします。 

7 答申書の原案 答申書の原案については、前回までに決まった内容を記載させていただいており、次回、正式に答申書として審議いただきたい。 
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１－２ 第３回交通政策審議会の指摘事項について 
第３回交通政策審議会（平成30年1月22日（月））における委員の皆さまよりいただいた指摘事項と対応内容について、整理しました。 

 

表 １-2 第３回交通政策審議会の指摘事項と対応内容 
No. 指摘事項 具体的な指摘内容 指摘事項に対する対応や考え方 
１ 運⾏時間について ・午前8時から午後６時の運⾏時間の前後については、午後6時以降の通勤

帰りの利⽤ニーズがあると思われるため、今後、改善する機会があれば検
討してほしい。 

・運⾏内容の⾒直しの中で、検討していきたいと考えています。 

２ 料⾦設定について 
 

・料⾦設定について、さまざまなご意⾒をいただいた。 
 ⾼齢者の料⾦は、川越シャトルの100円（特別乗⾞証制度）に⽐べると、
新たな交通の300円は高いため、200円にしてはどうか。 

 ⼩学⽣、⾼齢者、⾝障者の割引制度は、段階があっても良いと思う。 
 既存公共交通とのバランスやワンボックス⾞両への投資から基本料⾦の
500円は、維持して欲しい。 

 まずは、始めてみて、２〜3年の⾒直しの中で、⾒直していけば良いと
思う。 

・川越シャトルでは、対象としていない精神障害の方の介護者について、新
たな交通において割引制度の適⽤が可能なのか。 

・新たな交通は、バスとタクシーの中間的なサービスを考えていること、通常の路線バ
スよりは、きめ細やかな乗降場の設置を予定し、利便性が上がることから基本料⾦を
５００円、⼩学⽣、⾼齢者、障害者の⽅は３００円とすることでスタートし、利⽤状
況などから料⾦を⾒直していきたいと考えています。 
・精神障害者の方の介護者については、障害福祉サービスおよび地域生活支援事業の支
給決定の適⽤外となっており、これに基づき川越シャトルも割引制度の適⽤外として
おります。新たな交通においても、同様に適用外とさせていただきたいと考えていま
す。 

 

３ 事前予約の条件に
ついて 

・毎週⼀定の時間に病院に⾏くために使いたい⼈は、毎週、定期利⽤できる
ようなシステムにしてはどうか。 

・事前予約は、利⽤⽇の２週間前から予約回数の制限なしでスタートし、状況に応じて
⾒直していきたいと考えています。 

４ 実施地区について ・地区３・４を先に導入するとのことであるが、出来れば全地区同時にスタ
ートできればよいと思う。 

・全地区同時のスタートは、乗降場の整備（地元、地権者等の協議）や説明会実施等に
多大な事務が発生することから困難であるため、まず 1地区からスタートしたいと考
えています。 

５ ⾞両について ・予定しているワゴン⾞両の調達⽅法及びドアの開閉や乗り降り、⾞いすを
持ち込む場合などの対応について、考えを聞きたい。 

・⾞両は、運⾏事業者に調達してもらうことを考えています。 
・⾞両のドアは、運転⼿が開閉できるタイプを想定しています。 
・⾞両の乗り⼝は、⾼さが低い⾞種やステップを実装している⾞種など乗り降りしやす
い⾞両を想定しています。 

・⾞いすは、電動型の⾞いすなど重量が重いもの、積み込みが不可能なサイズのものは、
対応が困難と考えています。 
・利⽤者は、運転⼿の補助なしに、⾃⼒で乗降できる⽅と考えています。 

6 運⾏名称やデザイ
ンについて 

・実験の時は「ときも号」だったと思うが、⾞種のデザインや名称はどうす
るのか。名前も重要だが、その決め方も重要であると思うので検討してみ
て欲しい。 

・⼀部の地域から運⾏を開始するため、全地区展開し、新たな交通の運⾏の⾒直しの際
に、市⺠に広く愛称を募集し、親しみのある名称やデザインに変更していきたいと考
えています。 
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２．パブリック・コメントの実施結果について 
 

２－１ パブリック・コメントの実施状況 
川越市の意⾒公募⼿続（パブリック・コメント⼿続）に従い、これまで審議いただいた新た
な交通施策（案）について、パブリック・コメントを実施しました。 

 
・案件名 ：川越市新たな交通施策（案）に対する意⾒募集  
・募集期間：平成30年2月13日（火曜）から平成30年3月14日（水曜）まで 
・募集⽅法：提出書式（⽤紙）に意⾒を記⼊していただき、直接持参、郵送、FAX、電子申

請のいずれかの⽅法により意⾒募集 
・意⾒⼈数：４⼈ 
・意⾒件数：１６件 
 

 

２－２ パブリック・コメントの意⾒概要と市の考え⽅について 
パブリック・コメントの意⾒概要と市の考え方については、資料３を参照ください。 

 
 
 
 
 

３．審議事項【答申書】 
 
これまでの審議結果を踏まえた答申書については、資料２を参照ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

４．今後の予定 
 
現時点において、今後のスケジュールは、下記のとおり考えています。 
 
・平成３０年 ３月２６日 市への答申 
・平成３０年 ４⽉〜７⽉頃 運⾏計画作成 
・平成３０年 ４⽉〜５⽉頃 運⾏事業者募集 
・平成３０年 ６⽉〜１２⽉頃 事業準備（運輸局への許認可申請、システム契約、

乗降場設置、住⺠説明会、周知活動など） 
・平成３０年１２⽉頃 運⾏開始予定 
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川越市交通政策審議会 
       

資料２ 



 

答申にあたって 

 

川越市では、平成８年３月から、交通空白地域の解消、高齢者や障害者の移動に配

慮した交通手段等を目的として、市内循環バス「川越シャトル」を運行しております。

本年４月から、新しい路線による運行が開始されることとなり、市民の期待は非常に

大きいものと考えております。 

しかしながら、現状において川越シャトルだけでは、市内すべての交通空白地域を

カバーすることは不可能であり、買い物や通院等の日常生活の移動に支障が出る高齢

者が増加していることに伴い、地域の生活の足を確保することが求められております。 

さらに、平成２９年３月に策定された『川越市都市・地域総合交通戦略』では、市

民が暮らしやすい交通の実現を基本目標としており、交通空白地域における交通手段

を確保することが施策の方針の一つとして位置付けられております。 

さて、本審議会は、平成２９年８月１７日に川越市長から、新たな交通施策に関す

る諮問を受け、これまでに計４回にわたって審議を行いました。今回の諮問は、この

ような背景から行われたものと推測しており、市民の生活に直接影響する事項である

ため、重要かつ難しい課題であると考えております。 

なお、本審議会の答申は、超高齢社会の到来に鑑み、既存の公共交通機関に影響を

与えないよう、交通戦略の方針の具体策として、交通空白地域における市民の移動支

援を目的としたデマンド型交通を運行することが最善である、との結論に至りました。 

今後は、持続的に運行可能な交通とすることを前提として、新たな交通に関する事

業を開始し、利用状況等を考慮しながら、弾力的に事業を展開していく必要があると

考えております。さらに、行政や交通事業者や地域住民等が、それぞれ連携して交通

に関する課題に取り組んでいくことが必要と考えられます。 

今回の答申により、新たな交通が生活の足として地域に根付き、利用者が増えるこ

とにより将来にわたって持続可能な交通となり、川越市の交通行政がさらに発展する

ことを祈念申し上げます。 

 

 平成３０年３月２６日 

 

 川越市長 川合 善明 様 

 

                        川越市交通政策審議会 

                        会長 久保田 尚 



 

 本審議会は、次のとおり新たな交通施策について、答申します。 

 

１ 目的 

公共交通機関が充実している市中心部を除き、市内の交通空白地域における市民の

移動支援を目的として、新たな交通施策を実施する。 

 ただし、持続的に運行可能な交通を導入することを前提として、交通施策を実施す

るものとする。 

 

２ サービス対象地域 

 市中心部を除き、交通空白地域間の移動、交通空白地域と周辺の交通結節点もしく

は主要施設の移動を対象地域とする。 

 

３ 対策手法 

 一般乗合旅客自動車運送事業によるデマンド型交通を運行することとする。 

 

４ 対象者 

 市民を対象者として、事業を実施することとする。 

なお、運行開始後、需要が少ない場合には、対象者を拡大することを検討する。 

 

５ 運行時間 

年末年始を除く毎日の午前８時から午後６時までとする。 

 

６ 料金体系 

基本料金を１回５００円の定額制とし、未就学児、小学生、高齢者、障害者等につ

いては、割引制度を設け利用促進を図っていくこととする。 

 

７ 実施地区 

市中心部を除き、市内を３つの地区に分け、平成３０年度中に、地区３（霞ケ関、

霞ケ関北、川鶴、名細、山田、本庁の一部）の１地区の運行開始を目指すこととする。

残りの２地区については、運行開始に関する準備を進め、準備が調い次第、運行を開

始することとする。（別図参照） 

  



 

８ 車両サイズ・台数 

ワゴン車両により各地区１台で運行することとする。 

 

９ 今後の見直しについて 

新たな交通施策は、持続的に運行可能な交通とすることを前提として、利用状況等

を考慮しながら、概ね２～３年で随時見直しを行い、事業を実施していくこととする。 

 

 

川越市交通政策審議会 

    会  長  久保田 尚 （埼玉大学大学院） 

    副 会 長  新井 正司 （川越市自治会連合会） 

    委  員  尾崎 晴男 （東洋大学） 

          長田 雅基 （川越市議会議員） 

          伊藤 正子 （川越市議会議員） 

          荻窪 利充 （川越市議会議員） 

          山木 綾子 （川越市議会議員） 

          竹澤 穣治 （川越商工会議所） 

原  伸次 （川越市老人クラブ連合会） 

杉山 榮子 （川越市女性団体連絡協議会） 

鈴木 良枝 （川越市交通安全母の会） 

小宅 道夫 （川越市社会福祉協議会） 

山田 誠次 （川越市障害者団体連絡協議会） 

竹島 達也 （西武バス㈱） 

山崎 俊明 （東武バスウエスト㈱） 

堀米 康史 （イーグルバス㈱） 

畦地 英樹 （埼玉県企画財政部交通政策課） 

長屋 俊直 （埼玉県川越警察署） 

工藤 憲一 （公募委員） 

山内 章一 （公募委員） 

臨時委員  三上 秀樹 （埼玉県乗用自動車協会） 

前 委 員  原口 一郎 （西武バス㈱） 

       



 

別表  

 

料金表 

分類 適用条件 料金（１回） 

大人 ・中学生から69歳までの方 ５００円 

子供 ・未就学児 無  料 

・小学生 

３００円 

高齢者 ・70歳以上の方 

障害者 ・身体障害者手帳をお持ちの方 

・療育手帳をお持ちの方 

・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方 

・障害者の介護者（※１名もしくは２名） 

障害児 ・身体障害者手帳をお持ちの方 

・療育手帳をお持ちの方 

・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方 
１５０円 

・障害児の介護者（※１名もしくは２名） ３００円 

 



別図 

 
図１  新たな交通の運⾏区域 
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図２ 実施地区における乗降場設置イメージ 
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「川越市新たな交通施策（案）」に対する 

意見公募手続の結果及び市の考え方について 

 

１ 意見公募手続の概要 

⑴ 募集期間 平成３０年２月１３日（火）～平成３０年３月１４日（水） 

⑵ 募集対象 

① 市内に住所を有する者 

② 市内の事業所等に勤務する者 

③ 市内の学校に在学する者 

④ その他この案に関し利害関係を有する者 

⑶ 閲覧場所 

① 交通政策課（本庁舎５階）、各市民センター、南連絡所 

② 市ホームページからの閲覧 

⑷ 意見提出方法 

① 直接持参 

② 郵送 

③ ファクス 

④ 市ホームページからの電子申請 

 

２ 意見公募手続の結果 

⑴ 意見提出者   ４名 

⑵ 意見件数   １９件（うち意見反映２件） 

 

３ 意見の概要と市の考え方 

いただいたご意見とそれに対する市の考え方は、以下のとおりです。 

 意見の概要 市の考え方 

１  中心市街地（本庁・行政等の機

関・金融等商業施設・医療機関等）

に鉄道駅を経由しないで直接の交

通ネットワークが望まれる。 

 

 既存の公共交通への影響を回避

する必要があることから、交通機関

が充実している中心市街地への直

接の乗り入れは想定しておりませ

ん。 

 

２ 市内・隣接地域の総合医療病院

への最短の交通ネットワークが望

 新たな交通は、他の乗客との乗合

により、それぞれの目的地までの運

資料３ 
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まれる。 

 

行形態となるため、必ずしも最短の

経路とならない場合があります。 

 

３ 川越駅を取り巻くＪＲ・東武・

西武の鉄道駅間をつなぐ交通ネッ

トワークが望まれる。 

 

 新たな交通は、交通空白地域の移

動手段であり、駅と駅をつなぐこと

は想定しておりません。 

４  車移動のできない高齢者、障害

者、幼児保育等の利便性を前提と

した交通ネットワークが望まれ

る。 

 

 新たな交通は、交通空白地域にお

ける市民の移動手段であり、特定の

方の移動手段とはしておりません。 

５  「川越市バスマップ」のシャト

ル運行路線とデマンド型交通政策

を総合的に勘案して、前記１～４

を前提とした市内循環交通ネット

ワークの政策が望まれる。 

 

 既存の鉄道やバス路線を維持す

るとともに、川越シャトルとデマン

ド型交通により交通空白地域をカ

バーすることで、市内全域の移動手

段を確保したいと考えております。 

６  障害者料金は、無料とすべきで

ある。障害者と介助者がそれぞれ

３００円であると６００円かかる

こととなり、障害の無い方は５０

０円であるため、健常者より高い

金額となるのはおかしい。市の事

業である以上、障害がある人の社

会参加を促進する施策を講じる必

要がある。 

介護者が必要な障害者が、障害

者と同一料金でないこと、障害の

ない人より高い金額設定になって

いることは障害者差別であり許さ

れない。 

 

 

新たな交通は、乗員が１０名のワ

ゴンタイプの車両を想定し、運行も

経路を定めず、区域内の決められた

乗降場と乗降場を結ぶもので、川越

シャトルを含めた路線バスとタク

シーの中間的な移動手段を予定し

ております。 

また、交通空白地域の移動手段と

して、将来にわたって持続可能な交

通としていくためにも、障害者及び

その介護者にもご負担をお願いす

るものです。 
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７  障害者の料金が３００円となっ

ているが、障害者の子どもも同一

の３００円である。障害者の子ど

もも減額して欲しい。 

 

 障害がある子どもの料金につい

ては、子ども料金からの半額になる

よう見直します。 

 ⇒意見を反映いたします 

８  医療と商業施設の整備された

（移動に負担がある高齢者や障害

者にとって１か所で用が足りる）

ワカバウォークを地区３のエリア

に設定して欲しい。 

 

 新たな交通は、決められた区域内

を運行することを想定しておりま

すが、市外の乗降場の設置につきま

しては、いただいたご意見を踏ま

え、今後検討してまいります。 

９  各地区のワゴン車両が１台ずつ

で計３台とのことであり、ニーズ

が多い地区では台数を増やして欲

しい。 

 

 新たな交通は、スタート時点では

各地区１台を想定しております。今

後の利用状況やタクシー等の既存

の公共交通への影響等を考慮しな

がら、２～３年程度で運行台数等を

含めた制度の見直しを行ってまい

りたいと考えております。 

 

10  概ね２～３年で随時見直しをす

るとのことだが、この期間にとら

われず、必要な人が利用しやすい

ように、料金設定や停留所の場所

等の見直しを行って欲しい。 

 

 現時点では、２～３年程度の見直

しを想定しておりますが、利用状況

やタクシー等の既存の公共交通へ

の影響等を考慮し、柔軟に対応でき

るよう、検討してまいりたいと考え

ております。 

 

11 新たな交通施策がスタートして

も、ネットワークが無く孤立して

いる高齢者に、情報が行き届かな

い可能性があるため、ありとあら

ゆる角度から周知をして欲しい。 

 

 新たな交通は、市民を対象として

おり、できるだけ多くの方々にご利

用いただきたいと考えております。 

したがいまして、市広報やホーム

ページ、さらには地域における説明

会等を通じまして、事業のＰＲに努

め、周知徹底を図ってまいりたいと

考えております。 
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⇒意見を反映いたします 

 

12 システムのイメージがはっきり

分からない。このシステムが良く

分かるような説明を望み、住民の

利便を第一に福祉の観点を加えた

原案を望む。 

 また、市の主催で説明会を開き、

計画案等を説明し、住民の疑問に

答え、要望・意見を聴取していた

だきたい。 

 新たな交通の事業内容が確定し

ましたら、自治会への説明会、また、

地域の会合の際に、説明するお時間

をいただいたりするなど、市民の皆

さまに分かりやすく事業を説明し

てまいりたいと考えております。 

 さらには、市の広報紙やホームペ

ージなどにより、事業の周知に努め

てまいります。 

なお、この事業は市民を対象とし

ておりますが、高齢者や障害者の

方々への割引料金の設定や車椅子

を折り畳んでの乗車への対応など、

福祉の観点による配慮も行ってお

ります。 

 

13 乗降場が最大の関心事であるた

め、充分に住民の意見を取り入れ

て、満足・安心できるように市が

主体的に取り組んでいただきた

い。なお、自治会への丸投げはあ

まり賛成できない。 

 

交通空白地域の集落内に、今後地

域の乗降場を設置する予定であり、

現時点では概ね２００から３００

メートル間隔で設置することを考

えております。 

なお、乗降場につきましては、地

域の方々の意見を参考に、今後決定

してまいりたいと考えております。 

 

14  目的地へ行くのは良いが、帰り

はどうなるのか不明である。 

 

 新たな交通を利用するためには、

事前の予約が必要となります。 

なお、始発便を除き、当日の予約

も可能でありますので、帰りの便

は、予約方法をうまく使い分けてい

ただければと考えております。 
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15  前日の予約がうまく取れないこ

とへの対応。 

 

 実証実験の際は、１週間前から予

約を取ることができました。 

今回につきましては、もう少し早

い段階から予約できるよう検討し

てまいります。 

16  事業の詳細を決定する前に住民

に説明会を開催し、案を示し、使

い勝手の良い制度とすべきであ

る。 

 

 交通空白地域における移動手段

を可能な限り早期に用意すること

を最優先としており、詳細を決定す

る前の段階で、住民説明会を開催す

ることは現在考えておりません。 

なお、新たな交通の事業内容が確

定しましたら、自治会への説明会、

また、地域の会合の際に、説明する

お時間をいただいたりするなど、市

民の皆さまに分かりやすく事業や

利用方法を説明してまいりたいと

考えております。 

 

17  過去の実証実験の際は、予約の

取り方が、前日までとなっていた

と思う。診察が終わらないと帰り

の時間が分からないため、当日も

申し込めるようにして欲しい。 

 

 過去の実証実験において、始発便

を除き、当日の予約は可能でありま

した。今回につきましても、同様の

運用を図ってまいりたいと考えて

おります。 

18  実証実験でも分かるように、高

齢者の利用が多いと思うので、高

齢者が利用しやすいように乗降場

所はこまめに設定して欲しい。 

 

 交通空白地域の集落内に、今後地

域の乗降場を設置する予定ですが、

現時点では概ね２００から３００

メートル間隔で設置することを考

えております。 

 

19  利用者が増え予約が取りにくく

なった際に、車を増やすなどの対

応はどのようになるのか。 

 利用者が増大し、予約が取りづら

い状況となった際は、予約方法の変

更や車両の増加などの検討を図っ

てまいりたいと考えております。 
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第４回川越市交通政策審議会 資料の修正等について 

 

１ 修  正 

 ⑴ 資料１ ２ページ 

  １－２ 第３回交通政策審議会の指摘事項について 

   表１－２ 第３回交通政策審議会の指摘事項と対応内容 

    ２ 料金設定について  

     ［指摘事項に対する対応や考え方］ 

（誤）： 精神障害者の方の介護者については、障害福祉サービスおよび 地

域生活支援事業の支給決定の適用外となっており、これに基づき川越

シャトルも割引制度の適用外としております。新たな交通においても、

同様に適用外とさせていただきたいと考えています。 

 

（正）： 精神障害者の方については、障害福祉サービス及び地域生活支援事

業の支給決定において、障害の程度により介護が必要と認められる場

合があります。 

川越シャトルにおいて、身体障害者手帳（第１種）、療育手帳（第

１種・第２種）をお持ちの方は、介護者（１名もしくは２名）が認め

られておりますが、精神障害者の方の介護者は認められていないため、

川越シャトルと新たな交通の両事業におきまして、時機を合わせて料

金体系の見直しを行えるよう、検討してまいります。 

 

 ⑵ 資料１ ３ページ 

  ２－１ パブリックコメントの実施状況 

（誤）： ・意見件数 １６件 

  （正）： ・意見件数 １９件 

 

２ 追  加 

 ⑴ 資料２ 答申書 

  ６ 料金体系 

   基本料金を１回５００円の定額制とし、（中略）こととする。 

   料金については、別表「料金表」のとおりとする。 

 

10 その他 

   ① 精神障害者（児）の方の介護者料金については、川越シャトルと新た

な交通の両事業において、時機を合わせて料金体系の見直しを行えるよ

う、検討することとする。 

追加資料 
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② 新たな交通は、市民を対象としていることから、市広報やホームペー

ジ、さらには地域における説明会等を通じて事業のＰＲに努め、周知徹底

を図ることとする。 

 

  委員名 

        長屋 俊直 （埼玉県川越警察署） 

  本多 一美 （埼玉県川越警察署） 

 （前委員）  長屋 俊直 （埼玉県川越警察署） 

  



- 3 - 
 

参考：正誤表 

 誤 正 
資料１  

２ページ 

表１－２ 

２料金設定につ

いて 

指摘事項に対す

る対応や考え方 
 

・精神障害者の方の介護者につ

いては、障害福祉サービスおよ

び地域生活支援事業の支給決

定の適用外となっており、これ

に基づき川越シャトルも割引

制度の適用外としております。

新たな交通においても、同様に

適用外とさせていただきたい

と考えています。 

・精神障害者の方については、

障害福祉サービス及び地域生

活支援事業の支給決定におい

て、障害の程度により介護が必

要と認められる場合がありま

す。 

川越シャトルにおいて、身体

障害者手帳（第１種）、療育手

帳（第１種・第２種）をお持ち

の方は、介護者（１名もしくは

２名）が認められております

が、精神障害者の方の介護者は

認められていないため、川越シ

ャトルと新たな交通の両事業

におきまして、時機を合わせて

料金体系の見直しを行えるよ

う、検討してまいります。 
資料１  

３ページ 

２－１ パブリ

ック・コメント

の実施状況 

・意見件数 １６件 ・意見件数 １９件 

資料２ 

答申書 

 ６ 料金体系 

基本料金を１回５００円の

定額制とし、（中略）こととす

る。 

 料金については、別表「料金

表」のとおりとする。 
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資料２ 

答申書 
 10 その他 

①精神障害者（児）の方の介

護者料金については、川越シャ

トルと新たな交通の両事業に

おいて、時機を合わせて料金体

系の見直しを行えるよう、検討

することとする。 
②新たな交通は、市民を対象

としていることから、市広報や

ホームページ、さらには地域に

おける説明会等を通じて事業

のＰＲに努め、周知徹底を図る

こととする。 

 
資料２ 

答申書 
 

委員 （中略） 
  長屋 俊直 （埼玉県川越

警察署） 

委員 （中略） 
  長屋 俊直 （埼玉県川越

警察署） 
  本多 一美 （埼玉県川越

警察署） 
 
前委員（中略） 
  長屋 俊直 （埼玉県川越

警察署） 

 


